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修士論文要旨
反芻と反芻に対するメタ認知的変数および自己複雑性の関連
The relationship among rumination, metacognitive variable of rumination, 
and self - complexity.
岸野　有里（Yuri Kishino）　　指導：熊野　宏昭
【問題と目的】
　メタ認知療法では，抑うつの維持要因である反芻への介
入法の一つとして，反芻に対するメタ認知的信念を変容さ
せ，反芻をディタッチト・マインドフルネス（Detached 
Mindfulness : DM）と呼ばれる適応的な情報処理様式に
変容することを目標としている。しかし，反芻に対するメ
タ認知的信念を有していても，反芻だけでなく省察という
適応的な認知過程が生じる可能性が指摘されている（高野・
丹野, 2010）。したがって，反芻を促進する要因として，反
芻やメタ認知的信念に直接関連するような，あるいは両者
の関連性を強めるような別の変数が，反芻の認知プロセス
を説明する情報処理モデルの中に位置づけられる可能性が
ある。その変数として，抑うつの低減に必要とされる肯定
的な自己側面（Positive self-complexity : P-SC）と否定
的な自己側面（Negative self-complexity : N-SC）への
気づきを含めた自己複雑性（Self-Complexity : SC）が考
えられる。本研究では，研究１において，調査研究により
反芻，反芻に対するメタ認知的信念，DM，SCの関連性を
探索的に検討する。研究２においては，携帯端末を使用し
た 生 態 学 的 妥 当 性 の 高 いEcological Momentary 
Assessment（EMA）を実施し，研究１の変数間の関連性
が日常生活においても示されるか探索的に検討する。
【研究１】
方法：学生166名（男性72名，女性93名：平均年齢20.13±
1.46歳）
調査材料：１）SC，P-SC，N-SC：特性語分類課題（Linville, 
1987 ; 川人他, 2010） ２）反芻：Rumination -reflection 
Questionnaire 日本語版（RRQ日本語版; 高野・丹野，
2008）３）反芻に対するポジティブな信念：Positive 
Behavior Rating Scale 日本語版（PBRS日本語版; 高野・
丹野，2010） ４）反芻に対するネガティブな信念：Negative 
beliefs about depressive rumination questionnaire 
日本語版（NBDRQ日本語版; 長谷川他，2011） ５）DMの
情報処理様式：D e t a ch e d  M i n d f u l n e s s  Mod e 
Questionnaire（DMMQ; 今井他, 2012）
分析方法：各変数間の関連性を探索的に検討するために，相
関分析を行った。
結果と考察：外れ値を除いた147名（男性82名，女性65名，
平均年齢20.16±1.45歳）に対しピアソンの積率相関分析を
行った結果，①SC，P-SCの高さはポジティブなメタ認知
的信念の高さと反芻の陥りやすさに関連し，N-SCの高さ
はDMの低下，反芻への陥りやすさと関連していること，②
SCとDMの関連性は小さいことが示唆された。次に，SC低
群（70名：男性40名，女性30名）とSC高群（77名：男性42
名，女性35名）で層別相関分析と群間の相関係数の差の検
定を行った結果，SCは調整変数として，ポジティブなメタ
認知的信念－反芻，DM－反芻，P-SC－DMの関連性に影
響を与えている可能性が示唆された。
【研究２】
方法：学生25名（男性６名，女性19名；平均年齢21.96±
7.65歳）に対し，研究１と同じ質問紙への回答を求め，そ
の後EMAを実施し，７日間（１日３回），携帯端末から送
られてくるメールを開いてもらい，回答を求めた。
調査材料：１）SC，P-SC，N-SC：特性語分類課題，EMA
における日常生活場面に関する質問 ２）反芻：RRQ，EMA
における反芻の頻度と強度に関する質問  ３）PBRS  ４）
NBDRQ  ５）DMMQ
分析方法：研究１の変数間の関連性が研究２においても示
されるかを検討するために相関分析を行った。
結果と考察：25名全員にスピアマンの順位相関分析を行っ
た結果，質問紙におけるSCと反芻の頻度との関連性が研究
１の結果を反映することが示された。また，SCと日常生活
場面数の相関は，ほとんど認められなかった。次に，質問
紙におけるSCを基準として，SC低群（12名：男性２名，女
性10名）とSC高群（13名：男性４名，女性９名）に分け，
層別相関分析と群間の相関係数の差の検定を行った。その
結果，研究１におけるSCの調整変数の役割については，反
芻の強度－DM・ポジティブなメタ認知的信念，DM－反
芻において認められることが示唆された。また，新たに，
SCはネガティブなメタ認知的信念－反芻の頻度・強度，
P-SC－反芻の頻度，N-SC－反芻の頻度・強度の調整変数
である可能性が示唆された。以上より，SCが反芻とメタ認
知的信念やDMへの関連性に影響を与えていることが示唆
された。そのため，SCが低い人への反芻の介入としては，
DM以外の介入法も有効である可能性が示唆された。
以上のことから，様々な自己側面への気づきが反芻とメタ
認知的信念やDMへの関連性に影響を与えていることが示
唆された。
